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本論・結論を含む本編の全 11 章と資料編から構成される。 
 
第 1 章 序論, 第 2 章 現代ウイグル語の文法 
第一部 動詞の派生部分  
第 3 章 先行研究, 第 4 章 態接辞の形態的派生の方向性, 第 5 章 態と補助動詞 
第二部 動詞の屈折部分 
第 6 章 先行研究, 第 7 章 形動詞の基本的用法, 第 8 章 形動詞の主節述語における用法 
第 9 章 形動詞が伴う主語の格, 第 10 章 形動詞と体言締め文 
第 11 章 結論 
資料編（動詞のペアリスト、物語資料） 
 
本論文は全体として、以下の 3 点を研究の目的としている：(1) 通言語学的観点からの現象の考察、
(2) 形態論的観点からの現象の考察、(3) 現代ウイグル語の言語データの提示。 
第 1 章の序論では本論文の学術的な位置づけを行っている。動詞語幹に近い部分を「派生部分」、語尾
や人称・数などを表す部分を「屈折部分」とし、この両面から現代ウイグル語の動詞形態の在り方を探




0.63%という A/C 比率（A を C で割ったもの。A は自動詞化、C は他動詞化を意味する）であり、現代
ウイグル語の形態的派生の方向性が他動詞化型であることが明示された。2)に関しては、代表的な先行
研究である Nichols et al.(2004)にもとづいた有生物動詞・無生物動詞の形態的派生の方向性のうち、後
者において他動詞化型と自動詞化型とが拮抗することを示した。さらに本論文ではサンプル数を増やし、
問題となっている無生物動詞の形態的派生の方向性を検討した。結果は、A/C 比率が 0.85%で他動詞化








て取り扱っている。第 6 章と第 7 章は第二部の導入部分であり、第 6 章で現代ウイグル語の先行研究の
概観し、従来の研究が形態論的なものに偏っており、統語面からの考察が必要であることを指摘した。
第 7 章では本論文で調査の対象とする形動詞化接辞を示し、形動詞が現れる統語的位置ごとに基本的用






























編から構成される（総頁数 A4 判 270 頁）。研究成果は以下のように、外部の客観的な審査を経ている：









いと言える。 また、(2)の統語論的な観点からの考察は、主に第二部の第 8 章～第 10 章に盛り込まれて
いる。特に 10 章では、「特異」とされてきた諸現象を、一般言語学的に説明することを試みた点で、(1)
の目的も果たしているものである。(3)の言語データの提示については、本論文全体および資料編を通じ
て行われている。いずれも母語話者から採集した実例や物語テキストの実例から収集されており、質の
保障された言語データである。加えて、第一部の中型辞書一冊を全数調査した動詞対 738 組のリストと、
本論中の例文の一部は資料編（アラビア文字表記のウイグル語の物語テキスト計 24 話の翻字）に収録
されており、相互参照することが可能である。このように本論文の主要な目的は概ね達成できたと判断
することが出来る。特に本研究の意義は、チュルク系の諸言語の中でも、トルコ語と比較すれば研究が
十分進んでいない言語であるウイグル語について、信頼できる言語データを提供することが出来た点に
あると言える。 
 審査委員からの意見としては主に次のようなものであった。動詞形態論というタイトルであるが、取
り上げられているのはその一側面の言語現象であり、内容に若干の偏りがあること。興味深い言語デー
タの提示がなされており、その一部はチュルク諸語を超えた一般言語理論への貢献が見込めること。文
法用語の使用に、齟齬がみられる箇所があるので正していかなければならないことなどが指摘された。 
審査委員会は、新田志穂氏の学位請求論文には若干の課題はあるものの、その研究成果の意義を認め、
博士（文学）の学位を授与するにふさわしい内容であると全員一致での結論とした。 
  
